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代表挨拶

　令和7年度静岡学習支援ネットワーク(SSS)代表の中村です。

　みなさまのご支援のおかげで子どもたちにより楽しく、思い出に残るイベ

ントを運営することができました。本当にありがとうございます。これから

も私たちSSSは、子どものやりたいことを尊重し、一人ひとりに寄り添った

居場所づくりを大切にしていきます。

　今後ともあたたかい目でSSSの活動を見守っていただけますと幸いです。

学生代表

中村颯智

　令和8年度 静岡学習支援ネットワーク(SSS)代表の山田です。

　平素より当団体の活動にご理解とご支援をいただき、心より感謝申し上げ

ます。私たちの活動は、子どもたちの学びを支えたいという思いと、それを

支えてくださる皆様のお力によって成り立っています。普段の教室活動で

は、勉強を教えることだけでなく、子どもたちが安心して過ごし、教室が自

分らしくいられる居場所であることも大切にしています。子どもたちが「で

きた」「わかった」「楽しい」と感じられる瞬間に立ち会えることは、私たちに

とっても大きな喜びです。

　これからも、子どもたち一人ひとりに寄り添いながら、より良い活動をつ

くっていけるよう努めてまいります。今後とも温かいご支援のほど、よろし

くお願い申し上げます。

次期学生代表

山田陽樹



【データで見るSSS】
・教室実施回数　各教室45回

・所属大学生数　全128人

・登録子ども数　全79人

※2026年3月31日現在

新年度イベント(各教室)

大学生ボランティアを募集するための新歓イベント

社員総会(代替わり)

運動会(全教室合同)

七夕イベント(各教室)

第1回定期勉強会｢子どもの置かれている環境と接し方について｣ 

みんなの勉強応援教室(夏休みの回･各教室)

草薙児童館との共催で｢てらこや｣

全体研修

バーベキュー(全教室合同)

ハロウィンイベント(各教室)

静大祭での子ども講義と大学説明会

教室ごとの勉強会

第2回定期勉強会｢教室に通う子どもたちの多様な進路について｣

クリスマスイベント(各教室)

みんなの勉強応援教室(冬休みの回･各教室)

第3回定期勉強会｢不登校と通信制高校について｣

活動報告会｢子どもの可能性を広げる学習支援」

卒業イベント(各教室)

新 今年度新しく実施した取り組みなど令和7年度の歩み
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大学4年 教室長経験者 Aさん 

大学3年 教室長経験者 Bさん 

　子どもたちとの関わりを通じて、新しい知識や経験、価値観を提供し、それを

共有できたことが、私にとってこの活動のやりがいでした。子どもたちの将来の

可能性の幅を広げるお手伝いが出来ると同時に、私たち大学生自身も子どもたち

から多くの学びを得ることができて、非常に有意義な活動でした。

学生スタッフから

　

　SSSでは、大学生サークルでありながら静岡市委託事業の運営に携わるとい

う、非常に貴重な経験をさせていただきました。日々の教室や勉強会等を通じ

て、こどもの貧困やひとり親家庭の実情、不登校といった社会課題について考え

る機会を得ることができました。

　こうした経験は、卒業後、社会人として歩んでいく中でも、何らかの形で活か

していきたいと考えています。活動を続けることができたのは、賛助会員の皆さ

まをはじめ、多くの方々のご支援があったからこそです。皆さまのご支援を通じ

て、こどもたちの笑顔に出会えたことに、心より感謝申し上げます。

大学2年 班長経験者 Cさん 

　私自身の班長としての役割自体は、子どもと直接関わることがほとんどないも

のでした。ですが、実際に教室で学生スタッフとして子どもと接したり、教室運

営を行う教室長の姿を見たりすると、自分の役割も支援において欠かせないもの

であると実感することが多くありました。　また、学生スタッフとして継続的に教

室やイベントに参加することで、子どもの様々な側面に接することができたの

も、非常にやりがいを感じるものでした。



1年生の学生スタッフから

Eさん
　

　私はこの一年でSSSの活動を通し、素直で元気いっぱいな子どもたちをはじ

め、面倒見のいい先輩方やその他関わって下さる方々などたくさんの人と出会

い、そして色々なことを学びました。この団体に入ったばかりの頃は学習支援と

いうだけあって、塾のように勉強を教えることに重きを置いているのではないか

と思い緊張しながら通ったことを覚えています。しかし、実際は(もちろん学習も

頑張っていますが)居場所づくりの側面が強く、教室には子ども自身の気持ちを大

事にする温かい雰囲気が広がっていました。勉強を頑張る子とは力を合わせ、よ

りよいパフォーマンスをするお手伝いをしたり、勉強がしたくない子や疲れてい

る子とはトランプやおしゃべりをしたりなど挙げたらキリがないですが、子ども

ごとその子に合った居場所の提供ができることを嬉しく思っています。一年間活

動に参加し、SSSとSSSが持つ温かい雰囲気が大好きになりました。来年度には

運営に関わり、SSSの活動をさらに良いものにしていけたらと思っています。

Dさん

　SSSに入って良かったことは、子どもたちについて深く考えて関われる点で

す。SSSは週1回の高い頻度で接することができ、活動後には毎回1人1人の様子

を振り返ります。大学生同士で共有することで細かな変化に気づき、どのように

サポートすべきか考えることができました。次回に生かすことで子どもたちの笑

顔を見る機会も増え、活動していて良かったと感じます。また、全体研修や勉強

会で進路や接し方の知識を身につけ、ケーススタディを通して活動の質を高めら

れました。さらに教室イベントの企画運営にも関わり、衛生面や予算面も含め多

方面から考える貴重な経験となりました。



子どもたちの中で、SSSの教室の中で変化のあったケースについてご紹介します。

子どもたちの変化

中学1年生のAさん 

 中学3年生のBさん

　教室に参加した当初は数学が苦手で、基本的な計算も難しく解いている様子で

したが、教室に通って数学を中心に勉強する中で、数学への苦手意識も弱まり志

望校に無事合格できました。

中学3年生のＣさん 

　中学3年生の夏までは部活動の関係で教室に参加できないことが多かったが、

部活動を引退してから教室への参加率が上がった。受験に向けて勉強部屋を活用

し、苦手科目を中心に学習に取り組んだ結果、テストの点数が20点向上したと教

えてくれました。

　教室に参加した当初は学校に通えておらず、人見知りも激しい様子でした。

しかし、教室に通う中で多くの大学生と関わるうちに、自分からさまざまなこと

を話してくれるようになりました。また、勉強にも積極的に取り組む姿が見られ

るようになりました。



皆様のご支援で

子どもたちの「経験の機会」の提供

　子どもの貧困は、学びの機会や進路の選択肢を奪ってしまうだけではなく、人

生の豊かさや他の子どもが｢あたりまえ｣にやることができている経験を奪うこと

に繋がることもあります。

　(公財)あすのば による調査(2024年)では、子どもを持つ低所得世帯の46.1％が

｢誕生日のお祝いやクリスマスのイベントごと｣、39.2％が｢友達との外出｣、

37.0％が｢海水浴やキャンプなどの体験｣を経済的理由であきらめたことがあるよ

うです(複数回答)。

　SSSは学習支援だけではなく、子どもたちに経験の機会を提供する活動も積極

的に行うことで、子どもたちに寄り添った居場所づくりに努めていきます。

※今年度はイベントの予算も増額しました。　　　　　　　(詳しくは次ページへ)

u

10月
バーベキュー

少し涼しくなった砂浜に
テントを用意して開催
子どもと大学生の
交流が生まれました

6月
運動会

初めての運動会を開催

子どもに体を動かす楽しさを

感じてもらいました



決算・資金について

SSSの運営費のほとんどは市の委託費用でまかなっています

　現在のSSSは、全体予算の約9割が静岡市からの委託費でまかなってい

ます。日々の教室での学習支援を行うための費用は委託費から計上できて

いますが、教室以外で子どもたちのために行う活動に関してはSSS独自の

資金調達が必要です。SSSでは、賛助会員制度を設けて、一般の皆様から

のご支援を随時お受けしながら活動しています(年間1口2,000円)。

教室の運営費用(4教室合計)463万1,905円

勉強会･研修会などの費用3万1,527円

SSS全体の運営費用150万4,586円

全体イベントなどの費用5万1,179円

(前年比4,381円増)

その他 運営補助費など36万8,226円

※無償学習支援事業(委託事業)は受託事業・任意団体事業(任意事業)は自主事業に

　名称を変更しました。

2025年度 決算報告(概要)

受託事業　　　自主事業

 6%

 






97%

 受託事業 613万6,491円

 自主事業 41万9,405円

賛助会員について詳しくはQRコードから



これからのSSS

②柔軟な参加体制の構築 

④研修機会の充実 

③地域連携体制の整備

　

　柔軟な参加体制の構築を通じ、参加の有無に関わらず、教室と家庭の

繋がりを途切れさせない支援構造を目指します。進級や進学など生活環

境の変化に伴い、参加継続が不安定になりやすい時期もあることから、

オンラインや短時間の参加などを通し、子どもの孤立予防と、心理的負

担の軽減を目指します。

　

　長期間教室に来れていないなど、十分な寄り添いができていない子ど

もの生活背景や家庭状況を外部機関との連携を通し、多角的に把握でき

る体制の構築を目指します。連携機関や関係者との情報共有を行い、教

室内に限らず、子どもの生活全体を視野に入れた伴走型支援を実現しま

す。

　

　安定した質の学習支援や、安心して過ごせる居場所提供を維持するた

め、学生スタッフに向けた研修機会を充実させていきます。単なる解法

提示にとどまらない、より適切な教え方の共有や、進路に応じた教材、

問題集の拡充を通し、学生スタッフ間の経験や力量の差に左右されにく

い支援体制の構築を目指します。

2026年度に進めていく予定の取り組みについて一部ご紹介します。

①振り返り機会の導入
　

　学習定着と成長実感を目的として、学習内容の振り返り機会を導入、

充実させていきます。理解度の確認や取り組んだ内容の記録・蓄積によ

る学習成果や努力の積み重ねが可視化される仕組みづくりを通し、子ど

もが日々の小さな達成感を積み重ねられる環境を構築していきます。



これまでの歩み

2022年

2024年

上記コンソーシアムを解体･市事業を単独で受託(現在まで)

葵生涯学習センター主催｢学習支援人材養成講座｣に講師として登壇

(2024年まで)

新教室 さとっこ(大里生涯学習センター) スタート

｢SSS 5か年計画2024→2029｣策定

SSS主催の市民向け｢学習支援の始め方講座｣実施

静岡学習支援ネットワーク発足

宿題カフェ(アイセル21)  みらこや(有度生涯学習交流館) スタート

市女性会館協働講座・県社会福祉協議会ふれあい基金などに採択

ふじのくにNPO活動基金･市社会福祉協議会 歳末たすけあい運動助成金

事業などに採択

あべこや(長田生涯学習センター)スタート

｢静岡市子ども支援コンソーシアム｣結成

 [市母子寡婦福祉会と(一社)てのひらとの3者］

法人格を取得し｢一般社団法人静岡学習支援ネットワーク｣に改称

｢静岡市生活困窮世帯、ひとり親家庭等への子どもへの学習支援業務｣

を受託

静岡県立大学 人権に関する講義に登壇

2012年

2013年

2014年

2015年

2016年

【設立当初】

【直近】



公式ホームページ
https://shizuoka-sss.jp

作成日：2026年4月14日
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